福井県青少年愛護審議会（全体会）議事録

１　開催日時

　　平成２０年１０月３１日（金）午前９時３０分～午前１１時１５分

２　開催場所

　　福井県国際交流会館　第３会議室

３　出席者

（１）委員　１５人

　　　戎利光会長、上田秀徽副会長、芦野順一委員、伊井彌州雄委員、

　　　大塚潤三委員、大西義幸委員、小川忍委員、清水祥三委員、新道忠雄委員、末広治委員、千葉寿美江委員、中川和子委員、長谷川功子委員、
見谷智恵委員、吉村明美委員

　　（欠席　小柳義夫委員、寺島美根子委員、丹羽治夫委員、三嶋美智子委員、

　　　　　　山下善久委員）

（２）幹事　４人

　　　斉藤省三幹事、杉村敏隆幹事（代理）、中島嘉文幹事（代理）、

森川茂樹幹事
（３）事務局　６人

　　　大橋企画幹（県民安全）
　　　北山県民安全課長ほか課員４人

４　審議内容

（１）審議会（部会）報告（８月）

　　ア　８月審議会（部会）の報告
　　　　事務局から、８月における優良図書１０冊に係る諮問・推奨と有害興行１９本、有害図書等の指定３０冊に係る諮問・指定についての報告がなされた。

（２）図書等の緊急指定に係る報告
　　ア　有害興行の緊急指定に係る報告

　　　　事務局から、９月に有害興行として緊急指定した７本について、指定経緯および指定理由について報告がなされた。

　　イ　有害図書等の緊急指定に係る報告

　　　　事務局から、９月に有害図書等として緊急指定した１７冊について、指定経緯および指定理由について報告がなされた。

（３）ビデオ等の包括指定に係る報告

　　　事務局から、９月に有害図書等として包括指定したビデオ等２７０作品、
１０月に有害図書等として包括指定したビデオ等１５５作品について、指定経緯および指定理由について報告がなされた。

（４）優良図書の推奨に係る諮問

　　　知事から優良図書の推奨に関し諮問を受けた図書１０冊について、各委員に図書を回覧するとともに事前審査を行った委員による補足説明を行ったところ、９冊について優良図書として推奨することが適当との意見を得た。事前審査で非推奨との評価を得ていた１冊については、出席委員が図書を熟読し、それぞれの立場から意見を出し合い検討を重ねた結果、非推奨とすることが適当との意見を得た。
（５）有害興行の指定に係る諮問

　　　知事から有害興行の指定に関して諮問を受けた映画６本について、事務局から指定理由等を説明し、審議したところ、いずれも有害興行として指定することが適当との意見を得た。

（６）有害図書等の指定に係る諮問

　　　知事から有害図書等の指定に関して諮問を受けた図書１５冊について、事務局から指定理由等を説明し、図書等を各委員に回覧したところ、いずれも有害図書等として指定することが適当との意見を得た。

（７）その他

　　ア　優良図書のパネル展示について
　県立図書館（１０月２８日から１１月５日まで）、若狭図書学習センター（１１月６日から１１月２０日まで）および福井県児童科学館（１２月２日から１２月１６日まで）において開催する優良図書パネル展の内容について説明がなされた。
　　イ　平成２０年度非行防止、健全育成活動の実施について
　　　　県が実施する非行防止、健全育成活動（街頭啓発活動、啓発ポスターの掲示、一斉補導活動および公共交通機関内でのマナー指導）について報告がなされた。

　　ウ　青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する法律について

　　　　６月１８日に公布された青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する法律について、概要の説明がなされた。
　　エ　ダガーナイフ等に対する規制について

　　　　県の対応として、６月２６日付けで有害刃物類を指定し、７月１４日から２１日にかけて県警察と合同で一斉指導を実施したこと、全国の有害指定の状況、国の対応等についての説明がなされた。

　　オ　新審査組織の設立について

　　　　７月１日に設立した日本映像倫理審査機構について概要の説明がなされた。
　審議の過程において、優良図書の紹介をテレビ等映像でしてはどうか、との意見が出され、今後、優良図書の効果的な活用や広報について、検討していくこととなった。
